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毎年恒川かまっ り 囲垣 " 
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とき     70 品 16 日 ( 土 ) 午後 5 時～ 
17 日 ( 日 )  午前 10 時～ 

とこう : 町民総合グラウンド 
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～前夜祭 (16 日 ) ～ 
0 カラオケ大会 

コバンド演奏 

コアイルランドの 歌と踊り 

Ⅹ前夜 察さ忠、 ㊦ 諾 玄菟 蕎 

にぶる 敵 C 垢り ガ あ りま 砺 。 ． 一 
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～当日 (17 日 ) ～ 
0 栗 之助の歌とト 一ク 

ショー 

0 歌 まねショー 

0 吹奏楽演奏 ( 囲垣中学校 ) 

0 子供みこし 

0 ストラックアウト 

0 サッカー・バスケ 

0 ダンベル体操・ローンボウルズ 

問い合わせ 役場地域振興課商工観光保 へ 
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0 フールがほしいという 意見と便利なまちになってほ 

しいという意見を 合わせて、 アクアシティという 名前 

にしました。 
①お花屋さん、 洋服 崖 さん、 ゲームセンタ 一などにく 

Ⅱ 

さんのお店のあ る便利な町を 表現しました。 尹 

0 大きなフールをつくりました。 大きく曲かりくねっ ウ 
に滑り台が特徴です。 戸 

  

りました。 0 安心して犬の 散歩ができるような 大きな公園を づ くど T 
イ 
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①交通 か 便利 て、 みればか 遮 へる場所かいっぽいあ る 

町を作りました。 

0 新幹線やモノレールが 通っている 町 てす。 Ⅱ 0 道路は車のスピートが 出ないように 凸凹かあ り、 曲 ま （ 
がりくねってます。 通 一 
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 ょ 2 たた 全中 戸い 
5  日 。 ち 画で「 7% 、 
。 目 の さ Ⅹ ハい 
0  表 れ将 18  に 

きち = フのカ   
①この班にはとても 定規好きで几帳 面なメンバーがい 

にことからこの 名前になりましに。 

①自然を活かしに 郷土資料館、 フール、 動物園なとの Ⅱ 

万包高生をつくりました。 
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ワ一 ワショリ ブ って何 ? 

ワークショッ プと ほできるだ 
けあ んなの意見を 吸い上げるに 
の のひとつの方法で、 何か テ一 
％を 持 5 共同作業を通じて、 ぞ 
の解決策を考える 活動のことを 
い います。 

フ 
① ビワ ちゃんドームは 開閉式で天体観測や 映画なども 

あ る「ふれあ いの場」です。 Ⅰ 
①囲垣ねいねい 市では 岡垣 でとれる果物のミックスシュー 自 
スや 星形ケーキを 売っています。 タ犬 

0 海を活かした 海中迷路や水族館もあ ります。 
Ⅰ @l Ⅰ 

①まつりの丘はいつもとてもにぎやかです。 
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@  子どもたちは、 Ⅰ自分たちが 住む町が、 
; 将来こ う なったらよいのになあ ! 」と い っ 

Ⅰ た テーマを決めるのには、 少々苦労してい -   

る よ う でした。 しかし、 そのテーマに 沿っ 

' た 未来絵図を描くときには、 みんな熱心に   

    取り組んでいましたも 完成した 各 グループの作品は、 どれも 個 
性的であ り、 ⅠⅠのイメージを 良くとらえて 
  
いるものでした。 自然を大切にしょうとい 

う気持ち、 便利な町になっ 、 て 欲しいとし ぅ 

気持ち、 自然と調和した 町など、 共通した 
気持ちが表れていました。 

役場町長公室企画調整 係   

0 ぅみ がめが安心して 産卵できるようなきれいな 水、 
町のにきねいを づ くりたすまつり、 海、 m など豊かな 

自然、 楽しめるフール、 介護タウ シ 一などがたくさん 

あ るやさしさあ ふれる町、 ワンリー アイ をもっと便利 

にして へ ンリー アイ 。 こころが落ち 着く 寺 と神社の 7 

つのテーマを 取りあ けました。 
" 一円 " 

れ 
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0 自然を活がした 未来の岡 桓 公園を作りましに。 
0 町内の川はあ まりきれいてはないので ，貼り 絵て 将 
来のきれいな 川を表現しました。 
0 スライターフールもあ り、 その水は自然の Jl@ に流れ 
込んています。 また、 遊具は本てできています。 
0 器械 は がりでなく自然を 活がした公園です。     
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Ⅰ元気 は 発表をきました 一仁 n  n Ⅰ色だ今， 帝垣茉 粟飴㊥制作 930  2 日目の内容説明 
940  「 岡垣 未来絵図」作成 

  
Ⅱ・ 20  発表の準備 

  12  ㎝ 昼食 
  ㎎㏄ 囲垣未来絵図発表会 

l4 l5  町長と子供たちの 意見 
交換 

14.50  ワークショッ プ のまとめ 
15. ㎝ ワークショ ツフ 終了 

一 Ⅰ 珂阜 とひっし とほ 昼食ちと 
いました 
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分併 までに ノ要オ 協議事 貯   
  

遠 賀郡 4B 丁合併任意協議会委員名簿   0 法定事項 

( 敬称 昭 ) 1 , 市町村建設計画の 作成に関すること 

区分 職名 氏名 
2. 議会の議員の 定数、 在任の特例に 関すること 
3. 農業委員会の 委員の任期などの 特例の適用に 関 

会長 岡垣町長 万恨 功 すること 

4. 職員の身分の 取り扱いに関すること 

副会長 遠賀町議会議長 柴田征一郎 5 . 地方税の不均 - 課税に関すること 
6. 財産の処分に 関すること 

4 町の長 芦屋町長 鈴木 清吾 
水巻町長 田中 博幸 

0 必要事項   

  遠賀町長 高山 和幸 
7. 合併の可否   8. 合併の形態 

4 町の議長 芦屋町議会議長 本田 哲也 9. 合併の時期 

水巻町議会議長 英 浦 喜明 10 ．新市町村の 名称 
岡垣町議会議長 松本 国夫   Ⅱ． 市 W 村長職務執行者の 選任と特別職の 取り扱い 

4 町の議員 今井 紘 平 12. 合併市町村の 事務所 ( 市役所 ) の位置 
芦屋町議会議員 小野 重吉 穏 ．条例、 規則の取り扱い 

竹野 淳一 14. 使用料、 手数料の取り 扱い 
15. 組織、 機構のあ り方 

池田 稔 臣 
水巻町議会議員 吉住 喜 明 16. 支所または出張所の 位置、 名称および所管区域 

柴田 英人 17. 公共的団体などの 取り扱い 

18. 補助金交付金などの 取り扱い 
竹内 和男 19. , 慣行の取り扱い 

岡垣町議会議員 下川路 勲 
  久保田秀昭 

20 ． 町 または字の取り 扱い 

  21. 国民健康保険制度の 取り扱い 
仲野 和義       四 ．その他事務事業の 取り扱い 

遠賀町議会議員 仲野 文 

奥村 寺         

ⅠⅠ @@1 協ヰ L 田コ俺 
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大人と子どもふれあ いのⅠ 日   
陶芸教室 
バードカービンバ 教室 

親子読み聞 ガせ 教室 

  
  

  
，、 で 学習し く 

/ Ⅹ 
のです。 ト 

甘を活かし                             ｜ドカ 臣 Ⅰ： 
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暑い日となった 8 月 3 日、 中央公民館で 陶芸 教 

  

室 ・バード ヵ一 ビンバ教室・ 親子読み聞かせ 教室が   
室   

  
4 テ 甘つ れました。   バードカービンバ 教室・陶芸教室では、 大人と子 

ともが協力しでⅢ声楽すること " で、 子どもの社会性 

や   協調性を養うことを 目的として開かれたもので 

す 。 また、 親子読み聞かせ 教室では、 子どもの感 

  性を育て伝統行事や 文化を学んだり、 子育てにつ l 

力 "       心豊かな子どもに 育っでもらおうと 開設しているも 

バードカービンバとは、 木材を削り形を 整え木 7 ど た 作品のことで、 この日は W の鳥でもあ るカワセミを、 榔 m Ⅱ                         
さんほか数名の 指導のもと、 作 I9] 上げました。 

Ⅰ づ                   
家族全員で参加しで い た清水 艶 鳴さん ( 旭 東区 ) は 、 「 - 「の子 

ヰ   -   には刃物を使わせ 
    
たことが 拙 かった 

卜目 
ので、 少々不安だっ   

ズ 
  

子 たのですが、 四苦 

八苦しながら 作りました。 物を作りあ げたときの感動が 、 親 ぬ   チ いっしょに味わえました。 夏休みに子どもといい   思い出が 

できました」と 話してくれました。 また陶芸教室に 親 : チア 参 

加 していた郡山童子さん ( 高塚 区 ) は、 「 小 ，学校 1 年生．の子ども ヲ もあ まり粘土などで 遊んだことが 無かったので、 子どもといっ 

しょに粘土ひじりを 楽しんでます。 先生が手伝ってくれたの 

もあ って上手 !. こ できあ がったと古います」 と話してくれまし 
  

た 。 

O   
近 小女 偏 男 池 ，」 ¥ 
藤 野千 島千 田 澤 
有 ダ   

準 ス 準 
第 8 叶 舎 俊明 優一   
位寅 勝子 膀也 R             
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    海水浴場で 7 月 25 日、 家族 6 人で海水浴に 来でい 
て、 そ のうちの一人が " 助けて " と叫んでいたの 

  り で海に飛び込みました。 おぼれていた 人のところ 

    みへ 到着し抱きかかえて 岸 まで い こ うと 思ったのですが、 本人は混乱して ぃ ，   cC このままでは 自分自身もおぼれる 
    す かもしれないと 思い、 本人の髪の毛を 引っ張っで 岸 まで引き上げました。 引き上げですぐに、 もう一人救助に 
  あ たった人が人工呼吸 " マウス・ ツー ，マウス，を 行うとかすかな 呼吸を観じました。 後は救急 隊 が病院まで 
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        日ホとはちょっと 違ったピクニック 
二リワデ一 ヲ 

ピクニック日和となった 7 月 31 日、 いこいの里内 すは一く岡垣 

ナダ 風 ピクニックデーが 行われました。 

これは、 阿 国際 - 交流 員の ボ ー バンの発案で 行われたもので、 夏 

休み期間中であ ったこともあ り親子連れがたくさん 参加していま 

        した。 夏のひとときを 参加者約 lnn 堪能していました。 たんの・ 人 ， 、 親子のふれあ いや外国人とのふれあ いで 
  Ⅰ 発案者のボ ー パンは 、 「たくさんの 人が来て 

くれで、 うれしかったです。 今後も皆さんが 参 

加できる企画を 考えでいきます。 よろしくお 願 

いします」と 話 つてくれました。 また、 参加し 

ていた松岡岩雄さん ( 山田 峠区 ) は、 「仕事の関 

係で以前ブラジルに 居たことがあ って、 日本へ 

帰ってきてもこうやって、 国際交流ができるこ 

とを大変うれしく 思っています。 いろいろな国 

の人 ど 習慣や文化について 話ができたのでうれ 

しかったです。 また、 カナダ風のピクニックを 

体験してとてもよかったと   思います」と 話して 

くれました。 

  Ⅰ 
。 
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Ⅱ 愚荒りぞビ脊 ほ佳 瑳ち腐じ迂 
脳卒中後遺症などにより 何ら ガ の障害があ る人で家に閉じこもり ガち 
な 人を対象に、 学習・話し合い・レクリエーション・ 創作・屋覚活動などを 通 

  
出会い 

じ 健康づくしを 行う教室です。 ふれあ い 

平成 4 年度 ガら 行っています ガ 、 現在はいこいの 里を拠点に活動を 行 -3 で 学び 愛 
います。 参加者はおおむね 70 歳くらいまでの、 家で自力または 一部の介助により 
ほぼ自立して 生活している 人 ガ 主です。 ご家族の人も 参加できま す 。 

  

暖培ミ ニ 安ミ轟 鼻ワ 
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  さ毎 の 信介つき、 地域の行事に 毛 替方 0 市るよう は 

接 o ぢっ尼 。 

し 、 

ひあ 
  

七 甘 : %     
/ ，， ね 与 ----, まプ   :   
八 

亡 らん 
こ 

話 
ガ 
こ   
る 

  す ;   
¥@     

            
歌 ・踊り，健康体操・レクリエー よ お互いの思いなどを 共有し合 う 中で、 生活が広がり、 人との 

ション・グラウンドゴルフ・ 倉 Ⅱ モ   出会いやふれあ いの喜びを実感できるように。 

屋外活動・学習会・ 季節の行事・ 大 よ 何らかの障害があ っても、 残っている能力を 活かせるように。 
運動会・農園の 会 ( ポランティア ) 

女心身の衰え、 寝たきり、 病気の再発・ 発病などを防ぐなど 本人 
の 協力による収穫 祭 ( いも掘り ) と 

デイワービスや 育児ワークル と の 
と 家族が心身の 健康を保てるように。 

交流，‥などなど よ 健康づくりに 取り組みながら 生きがいや楽しみなどを 見つけ 

自分たちの教室として、 あ んな ることで自信が 深まり、 意欲をもって 毎日の生活ができるよう 

で 作っていきます。 i Ⅰ 0 これらのことを 目指しています 卍 

患者，家族の 会 ( ゆ う こ う会 ) の活動や地域との 交流をとおして、 参加者やその 周辺の人たちの 視野が少し 
ずつ広がり「自ら 住む町をつくる」という、 活動に発展していくのではないかと 思います。 

興味のあ る人は．一度ぜひのぞいてみてください。 ボランティア 問い合わせ 
0 人もお待ちしています。 役場健康対策課 へ 
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く のの材料 4 人分 ) 
0 苦瓜 (100 クラム )0 豚肉 (100 グラ 
ム ) ①にんじん㏄ 0 グラム )0 いり ご   
ま ( 適鼠 )0 ごま油 ( 通風 ) 
AO め それ 00 グラム ) 0 さと う (50 
グラム ) ①みりん ( 大さじ 2 ) 

く のの作り方 ) 
① 苦瓜は縦 り J りにしで中身を 除 き 、 3 

一 4 センチの拍子・ 切りにしてな ，ダ   
                                  を 一口大に切り 炒めて、 
A を加える。 ①も加えいりごま 
- をふりかける「 

く ②の材料 4 人分 ) 
①苦瓜 ( 1 本 ) ①木綿豆腐 (1/2 丁 ) 
①こま切れ豚肉 (100 グラム ) 0 に し 
にくの 茎 (50 グラム ) ① 卵 ( 1 個 ) ① 
か つお節 ( 適量 ) 
AO さとう・七 %. こしょう ( 各 Ⅱ 、 さじ 
  

く ②の作り方 ) 
① 木綿豆腐は絞っで 水気を切り、 
ほぐしで色がつくぐらい 空 炒り 

してお < 
        苦 Ⅰ 刀 Ⅰは縦 制 りにしで中身を 除 
き、 斜め薄切りにして 塩を少々 

まぶし、 固く絞り ヵ く式を切る。 

③ にんにくの茎を 3 一 4 センチ 
の長さに切る。 
ゆ 豚肉を一口大にし、 酒 ・しょう 
油で下味しで、 ゴマ油で炒め① 
②③を入れて A で調味し卵を ? 容 

いでさっと炒める。 り ・ か つお節 

く ③の材料 4 人分 ) 
①苦瓜 ( 通号 )0 ツナ 缶 ( 旭丘 ) 
A ①サラダ j 由 ( 大さじ 3 ) ① 酢 ( 太 さ 
じ 2 ) ① 塩 ( 小さじ 1/2) , みりん 
( Ⅱ 、 さじ 1 )0 しょうゆ ( Ⅱ 、 さじ土 ) 
      レモン 汁 ( 少々 ) 

く ③の作り方 ) 
① 苦瓜は縦 割 りにして中身を 除 き ・ 湘 切りにして軽く 塩をす る 
                              は 開けて水気を 切る。 
③ A を合わせでドレッシンバを 
りり ・ ボールに材料・を 入れてあ 
、   ヱ   

岡垣町食生活改善推進会 
( ヘルスメイトの 会 ) 
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Ⅰ 」現代っ子の - 食事の欠点 ノ ( 囲 細村ょ り ) 
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このコーナーでは、 町内で活動して "' ば ' 。 " 
いるスポーツワラブを 紹介します。 含   
回は [ カトレアバドミントンクラフ ] 

です。 メンバ一の野原さんこ 竹 2 円 さ 

んにお話を聞きました。 

A  PN.7k  月碧但 (16 歳 ) 

） 

* ウ ラフ結成のきっかけは ? 
バドミントンクラフの 生き Ⅰ・ 向 井 唐 白 

証人の野原さん ( 野間 4 区 ) 
ひ ふ 秦 鶴 
ヱ 巫 の   

に 聞いてみました。 
  

つ 千 包 キ王 ん 

茅 に 良 画 

家 

24 年前にまずバドミントン ) 輪               

の 一般クラブができ、 夜間 練 

習 ましていましに。 その 4 年後、 昼間ママさん       

も 練習ができる ウ ラフを作ろうと、 このカトレ 

アクラブができました。 その後、 今でほいっも 
い 清の鵠 り ょ 

九州大会や全国大会で 活躍している、 ジュニア っ 千社子 も   
クラブができたねけです。 し 

  
    

仲 
えてくれました。 
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よ ㌧ ノ こ "     

仲 無月のもよ   俺し     ・あ じ     婁甘   
O 画晩 交流事業のあ 矩 6 色 O 

働 

O 

貫 英語を話そ うグ 英会話教室生募集 

二前生を募集 l, ます。   産 
き Ⅱ初級》     7% ソ   

    申込 児女千古則 申し - 刀 - く 

きところ中央公民館 
0  講 師 岡 垣 W 国際交流 員 ボ ー パン・ペッツ イ 

き 定員 20 人 % 2 何 ー 切セ 合 い 
9  爪 中級 )   さ 3 シ カ 日 

          （ ，ト ゾ   
きら 11 時 30 分まで   1 筑屯     5 世話     

きところ中央公民館 O 田美 し の 八 ・ 五 6 支で   
O  講 師 岡垣町外国語 指亜 助手 口一々・リンチ O                                                                                                   文子 OO n し 埠 、 木・ 巨 ルを 刀刃 ： F 田 田 都市 とこ （月一 と （ 岡 仲子 

0  ため面接を 10 月 4 日 ( 月 ) と 18 口 ( 月 ) に行いますので、 ご 都合の良 
O 
0  い 日を選んでください。 

OO 申込期限 月 10 月 15 日 ( 金 ) 
O 
O 

申し込み・問い 合わせ O 
O 

役場地域振興課地域振興 係へ O O         平 

  

と Ⅲ 
0  %  11  百 l 呑 1 Ⅰ 日 ゴ ポす 珪華五ム き 

タ公     
1 能申験 種田黄口 受な 製職 対象 て広樹 立 糸 出願 置い 民館 申し 申込 のお   込 期お 者 

6 

誠 力 @- @ 職五   っ 提を公 住 

 
 

）
 



Ⅰ町民武道館 む 282 一 611l 
Ⅰいこいの 里 ・社会福祉協議会 え主 283 一 2940 

Ⅰ囲垣 サ コリーアⅠ 宕 282 一 1515 
Ⅰシルバ一人材 れノタ 一 %282 一 4688 

% 瑚揮争者テ ツダ 一どフ利押者募篆 

Ⅰ中央公民館 む 282 一 0162 
Ⅰ東部公民館 む 282 一 0035 
Ⅰ西部公民館 む 282 一 7476 
Ⅰ在宅介護支援センター 宕 282 一 5167 
Ⅰ東部在宅介護支援センター 宕 282 一 5103 

知的障害者が、 施設で t 口を劃 作や レクリエーションなどの 文化的 

活動や日常生活動作、 家事訓練などの 機能訓練、 入浴、 給食などで過 

ごしてもらうためデイザービス 車群を平成 ¥2, 年度から 遠賀 郡 4 町で開 

始します「 

ところ 知的陣吉 者 史生施設「四方の 里」の隣接地に 建設 叫通賀町 @ Ⅱ く ) 
内 容 創作活動や日常生活・ 動作訓練などの 基本手業・給食サービ 

ヌ、 ・入浴サービス・ 送迎サービス 

対象者 郡内に居住している 住宅の原則としてⅨ 歳 川ヒ の 知的障害者   

@ 最 重度・重度， 中 軽度 ) でデ イ サービス、 利用を希望する 人 

利用定員 1 日 30 人程度 

利用日数 屈 豆鹿・重度陥害 者 … 毎 l 。 l( 月一会 暉日 の 週 5 Ⅱ ) 

）   巾 ・ 蛭度 障害者                                                                                       
利用料金 1 日 500W 程度 ( 利用するサービス 内容で異なります ) 

申し込み 役場福祉課高齢対策 係 に利用登録申請 苦 を捉出してくださ 

1@     

申込期限 1(   Ⅲ末日 ( 平成 l? 年 4 月からの利用希望の 人の募集締切り ) 

米 それ以降の利用を 希望される場合は、 随時受付です。 ま 

た、 亭業に Ⅲする説明資料は 福祉課に川点しで い まず @ 

申し込み・問い 合わせ 

役場福祉課高齢対策 係へ   
  " 。 "  Ⅱ "     防 呑 間合 と 1 とし   

参 0 0 間とら いこ 3 午 冊 とおす完た 待 の 成特い ，新 

学く 月人 学生） 4 乙 定 の 学校卒 大学校 格 募 壊し 医科 衛   
    ま恵 

）                 託 互                     をま が い家ガを   
0 局開場 階 と時と   役捷申受卒 @"@""  一                                       

場中 し付業耳       
Ⅰ ミヒ ム -- わが町の監査委員 歴 " 

                                                                                      支出されたかどう キ Ⅰ @- 苗 
さ目 

霜 吉タ 俺 
  来年 098 び せ声 日一水） の女子 から 4 年間です。     1 厘 3      監査委 貝 竹井幸 則                                                           ノ * . 丑   

7 案 船 8 前コ火 10 高宗 月 
    - @-""- 一一一 " "  一 /   庁下   

  
0@ v   

木 西     丸・ 山 藤 本 岡 渡 名 田 田会 差 を中しお祈り ご寄附 次の 福祉 岡光 般 寄付黒木 誠 森 武司 中西 勲 徳丸 政 福田 アイ 高み "m 健 宮本 冨 松岡 義 林 韻助 而渡 トヨ 岩崎 勝 百 m シゾ 坂田 フサ 人・ 8 申 し放る様 " が 梓 0 
雄と 准 子サ 利 子キ一 子 ツ光キ   

ソ瓦     
85 尾 52 間 -58   7S  山 R:@                                                               ㏄ 85 71  者 
    歳郡歳腸 註本歳出歳木版 丘歳丘歳 浄蔵 丘捷 m 歳木 歳切歳 ． 津   まで 小 かおしⅠ くと l     ら 乱て   

の 



秋の行政相談週間Ⅱ 
10 月 17 ロ @) から 23 日 ( 土 ) までは行政相談週間です 

同の全省庁や J R.J T.NTT などの特殊法人、 叩 f; 

が国から委任された 什 由などについての 苦   構を受け付 

ます " 

行政相談員 汲田 杉雄容 282 一 1201 

こ 存してすか ? 

検察審査会制度 
交通事故・ 詐       
の 犯罪の被害に """"" 遇 " 
あ い、 警察や検   旺 の 百 

れ 広い。 
  

このような不満のあ る人は、 検察 

審査会にこ相談ください。 相談や申 

し 立ての費用 は 一切無料で、 秘密は 

固く守られます。 

Ⅱ人の審査員が、 検察官が事件を 

起訴しなかったことのよしあ しを 審 

査 します。 

問い合わせ 

小骨検察審査会 亨務局 

呑 5 6 正一 3 4 3 1 へ 

平成Ⅱ年度消防設備士 

講習会ガ行われま す 
対象者 ・消防設備士免状の 交付を 

受けてから 2 年以内の人・ 前回の講 

習を受けてから 5 年以内の人 

講習日程 

      十 """       

Ⅱ同 4 日 ( 木 )l 消火設備 ( 甲乙「   
5 日 ( 金 ) 2 . 3 類 ) 

8 日 ( 月 ) 警備設備 ( 甲乙 4 類   
9 日 ( 火 ) 二丁 類 ) 

「 0 日 ( 水 ) 避難設備 乙 6 類 ) 消火器 ( 甲乙 5 類   

ところ 小倉 興産 KMM ビル ( 北九州 

市 小倉北区浅野 ) 

申込受付期限田 l0 月 l5 日 ( 金 ) 

問い合わせ 
遠賀郡消防木部予防課 
82 9 3 一 8 1 2 5 へ 
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揚
新
 

士
 

 
 

      大海老漢，づくし 会 、 上燗、 新海老 津   

  青金 @ 野間 (@  2 、 3 、 4) 、 西山田   
    土 l 茅原、 南山田、 東山田、 緑ケ丘   

  

方 
も 申一 第 47K  旭 松 東、 ケ台 旭 、 中 旭市 、 旭 西 、 高尾、 ァ 公 園 通 7   

） 

  レ 一         



 
 こ
の
頃
の
教
科
 

キ
 
3
 
は
 

甘
口
 

使
 

、
国
定
教
科
 

古
 

 
 
 
  

 

、
つ
 数
 

ァ
 
Ⅰ
 
 
 

ぞの 

出生 

  うち 79 世帯は外国人 比 ｜ ｜ よ 、目 ｜ @ ｜ 月 と 押 
      19 人 死亡        

 

 
 

 
 わ
れ
た
。
 
廊
下
は
肚
 中
 で
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

事
 

 
 9
 

広
の
 

の
由
 

人
 5
 
 

町
 

転
ま
一
 

 
 

1
 

    追 ' 

 
 

ふ
い
て
い
み
も
あ
っ
た
が
、
親
か
ま
な
く
て
も
 

  

 
 

 
 

一
 
件
 
「
 世
帯
 

0
 せ
 
わ
 

 
 

 
 

 
 

の
 
火
 

レ 
  

  
  

  樹   

 
 

曲
 W
 
ル
 
・
 
@
v
.
 

、
 
内
浦
山
・
学
校
 

卜
｜
 
た
の
 
て
 、
 黒
 光
り
し
て
い
た
 

0
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
村
の
歳
 

肝
を
速
賀
 

銀
行
に
預
託
し
て
和
初
期
に
 

ス
 
教
科
 

ル
 モ
ノ
 

古
 八
丈
部
省
二
於
て
者
作
権
 

タ
ル
 -
 
 
フ
 頃
、
竹
尾
 

の
 

か
け
て
 

束
坑
 
中
学
校
（
現
高
校
）
 

 
 

の
 
運
動
場
で
、
 

小
 

学
 校
 の
陸
上
競
技
 

 
 

 
 

全
 が
行
わ
れ
て
い
 

幸
臣
 
た
 。
大
会
名
は
党
 

科
毛
 て
い
な
い
。
 

普
 

 
 

 
 

い
る
が
、
恐
慌
に
よ
り
、
支
払
い
不
能
使
用
さ
れ
た
 

国
語
 

 
 叩
 私
は
 
5
 年
生
の
時
 

期
か
ら
 
2
 年
続
け
て
 

 
 昭
 で
き
た
。
 

百
メ
｜
 

ト
ル
 
や
 リ
レ
ー
 

な
 

ど
で
走
っ
た
。
 

成
 

綺
 は
・
良
く
な
か
っ
 

巻
 は
ま
で
一
の
は
 

た
が
、
 

2
 回
も
出
場
，
て
き
た
の
 

て
、
っ
 

内
浦
小
学
校
の
昭
和
初
期
一
え
 

ヰ
か
 冊
が
使
用
さ
れ
 

た
 

ら
一
 
0
 年
 まで
）
の
児
童
数
は
、
二
百
こ
の
時
期
 

は
ま
だ
講
堂
が
な
く
、
入
れ
し
か
っ
た
。
 

身
体
が
丈
夫
だ
っ
た
の
で
、
六
年
間
、
 

二
人
か
ら
二
百
七
十
八
人
の
間
を
推
移
挙
式
や
学
 

立
 
て
合
な
ど
の
行
平
の
と
き
は
、
 

し
て
い
る
 

0
 

教
室
の
仕
切
り
を
外
し
た
 

2
 教
室
で
行
一
度
も
欠
席
 

し
な
か
っ
た
。
 

及
 黎
朝
 
休
 い

い
と
言
っ
て
く
れ
た
。
六
年
間
、
出
 

 
 

席
 皆
勤
の
表
彰
状
を
も
ら
っ
た
。
 

学
校
か
ら
海
水
浴
に
は
、
若
宮
さ
ん
 

一
 神
社
）
の
横
を
辿
っ
て
 
@
 
打
っ
た
 0
 学
 

 
 

杖
に
ゑ
 
る
と
、
海
人
草
と
い
っ
虫
薬
を
 

湯
飲
み
一
杯
飲
ま
さ
れ
た
。
匂
い
が
き
 

つ
く
て
、
い
や
だ
っ
た
。
 

遠
足
は
、
今
の
国
民
宿
舎
「
ひ
 ひ
キ
ニ
 

の
前
の
深
浜
や
 鐘
埼
 の
 繊
幡
 宮
へ
行
っ
 

た
 。
湯
川
山
登
山
も
あ
っ
て
、
今
の
成
 

日
 不
動
寺
の
下
の
方
か
ら
登
っ
た
。
 

そ
の
頃
、
学
校
で
、
目
薬
差
し
が
 ょ
 

く
 行
わ
れ
て
い
た
。
休
み
時
間
、
校
長
 

先
生
か
ら
頼
ま
れ
て
、
「
 目
 洗
い
の
 人
 

は
行
っ
て
く
だ
さ
い
し
と
、
お
ら
ん
。
 
て
 

回
っ
た
。
私
は
、
目
薬
に
は
用
 下
 が
な
 

か
っ
た
 0
 そ
ん
な
こ
と
が
影
響
し
た
の
 

か
ど
っ
か
分
か
ら
な
い
が
、
戦
時
中
か
 

ら
 戦
後
に
か
け
て
、
 
披
 堺
の
加
藤
病
院
 

の
子
伝
い
 
き
、
六
キ
 間
し
た
。
 

棟
 塚
の
公
会
堂
一
塊
公
民
館
 -
 に
は
、
 

郷
土
守
備
隊
の
兵
隊
さ
ん
が
い
て
、
 治
 

榛
に
 来
て
い
た
」
と
語
っ
て
い
る
 0
 

  

実
際
に
火
を
つ
け
て
行
う
と
い
う
こ
 

と
で
、
映
像
広
報
 
"
 こ
ち
ら
 !
 広
報
 お
 

 
 

カ
メ
ラ
 と
ビ
 テ
方
カ
メ
ラ
を
抱
え
て
 

意
気
込
ん
で
取
材
に
出
か
け
ま
し
た
。
 

消
防
団
の
皆
さ
ん
が
訓
練
を
し
て
い
 

る
と
こ
ろ
を
、
接
近
し
て
良
い
写
真
を
 

撮
ろ
う
と
は
り
き
っ
て
い
た
の
で
す
か
、
 

よ
く
よ
く
考
え
る
と
 ヒ
デ
方
 カ
メ
ラ
で
 

広
 い
 範
囲
の
映
像
も
撮
ら
な
け
れ
 ば
な
 

ら
な
い
こ
と
に
気
付
き
、
小
高
い
丘
が
 

ら
 撮
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
 

小
高
い
丘
か
ら
写
真
を
撮
っ
て
い
た
 

た
め
、
消
防
団
の
人
か
ら
は
、
「
仮
面
 

ラ
イ
ヴ
ー
か
あ
る
か
と
思
っ
た
」
と
い
 

言
 ね
れ
、
し
か
も
思
う
よ
う
な
写
真
と
 

映
像
が
撮
れ
ま
亡
ん
で
し
 仁
 。
 

"
 二
兎
追
う
も
の
は
一
束
 も
 得
す
 "
 

と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
写
真
横
 

影
 も
ま
た
未
熟
な
私
か
、
欲
張
り
す
ぎ
 

て
 ビ
デ
オ
撮
影
ま
で
手
を
伸
ば
し
た
こ
 

と
を
悔
や
ん
て
い
る
、
今
日
こ
の
ご
ろ
 

て
す
 。
 

（
 
ぞ
の
 ）
 

Ⅴ
夏
も
終
ね
り
秋
に
入
り
ま
し
広
が
 、
 

皆
さ
ん
に
と
っ
て
今
年
の
夏
は
ど
ん
な
 

夏
で
し
た
か
 0
 ・
 

前
月
目
の
編
集
後
記
で
も
書
い
た
よ
 

う
に
、
取
材
は
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
 

雨
も
多
い
 夏
 ら
し
か
ら
ぬ
天
気
で
は
な
 

か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
 

マ
 先
日
、
遠
賀
郡
消
防
総
合
訓
練
が
、
 

遠
賀
町
尾
崎
（
 峠
 ラ
ー
メ
ン
 亭
裏
 ）
で
 

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

    


